
　47.44 → 43.60 → 40.39 % ｡これは、さいたま市議選における直近３回の投票率
の推移にほかならない。2007年から2011年、そして2015年へと「不可逆的な」低
落傾向にある。年齢別に見ると、若年層だけでなく、中高年層での低下度が大きい。
定番の形状、すなわち「右肩上がりの年功カーブ」は、傾斜角度を緩やかにしながら、
全体に下降の一途をたどっている。　
　この状況をどうしたら改善できるのだろうか。差し当たっては、若年層に対する入
口段階での投票への動機付け、高年層における投票弱者へのケアなどが不可欠であ
ろう。ただ、全年齢階層を通じた低落は、社会の変質に起因していると思われる。それ
は、地域での人間関係の希薄化、つまり、諸々の社会の無縁化現象のひとつであり、

何も投票率に特有なことではない。しかも、2015年の市議選では、さいたま市として初の無投票区が発生したよう
に、「選挙ばなれ」は選ぶ側のみならず、選ばれる側の政治家や候補者にも及んでいる。それだけに、解決策となる
と、決め手が見当たらない。
さて、2016年夏には参院選が予定され、18,19歳の若者が初めて投票にのぞむことになる。さいたま市の選挙
管理委員会が実施した市立４校の高校生に対する意識調査（2015年9月実施）によれば、「18歳になったら投票に
行く」が57%、「行かない」は8%、「わからない」が34%だった。この結果をどう評価すべきか。さすがに「行かない」
は少ないものの、「行く」も６割には達していない。「わからない」の比率からは、「まだぴんと来ないし、よく分からな
い」という彼らのとまどいをうかがい知ることができる。一票の意義に関する主権者教育と同時に、制度や手続きに
ついて周知・啓発することが肝要だろう。
来るべき参院選では、高校生の投票に刺激されて大人たちの投票率が上昇することを願ってやまない。

さいたま市明るい選挙推進協議会
会長　松本　正生

統一地方選総括と１８歳選挙権展望
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●政治家は有権者に寄附をしない！
●有権者は政治家に寄附を求めない！
●政治家から有権者への寄附は
　受け取らない！

研究集会を行いました！

　さいたま市・各区の明る
い選挙推進協議会の会員約
５０名が集まり、研究集会を
行いました。
　今回のテーマは前回に引
続き「投票率の向上につい
て～身近な啓発活動を話し
合おう～」としました。平成
２８年に予定されている選
挙権年齢引下げを見据え、
白熱したグループ討議が繰
り広げられました。
　各地区の啓発活動等の
情報交換が活発に行われ、また発表で出た意見をもとにポスターコンクール入賞作品・標語コンクール
入賞作品を利用した選挙啓発カレンダーが作成されました。このカレンダーは、さいたま市ホームページ
（トップページ>市政情報＞選挙＞選挙のＰＲ＞平成28年選挙啓発カレンダーを作成しました）からダウ
ンロードできますので、ぜひご利用ください。

　政治家や政治家の後援団体が、選挙
区内の人や団体に対して寄附をするこ
とは、罰則をもって禁止されています
（政党に対するものなどは除く）。
　また、有権者が、政治家に対して寄附
を求めることも禁止されています。

　さいたま市明るい選挙推進協議会広報委員
	 ◎…委員長　　○…副委員長

◎新井　俊雄	 ○杉崎　　肇	 ・古賀　宏子	 ・新谷　健生	
・馬場　洋三	 ・生越　康治	 ・梅掘　広基

さいたま市
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明るい選挙

この活動の目的は？　
　①選挙違反のないきれいな選挙を行うこと
　②有権者がこぞって投票に参加すること
　③有権者が普段から政治と選挙に関心をもち、候補者の人物や政見、政党の政策などを見る目を養うこと
明るい選挙とは？　
　有権者が主権者としての自覚を持って進んで投票に参加し、選挙が公明かつ適正に行われ、私たちの意思
が政治に正しく反映される選挙をいい、明るい選挙推進運動は、特定の政党、政策、候補者を支持したり、
反対したりする政治活動や選挙運動とは、はっきり区別されるものです。

──	18才　ついにわたしも　選挙デビュー	──

寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう！

さいたま市議会議員一般選挙の年代別投票率	
	

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 平均
平成19年 27.40 34.40 44.75 54.20 67.39 61.93 47.44 
平成23年 25.80 32.92 39.69 47.16 58.48 57.39 43.60 
平成27年 22.30 28.80 34.84 42.92 54.18 55.03 40.39 
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さいたま市明るい選挙推進協議会は、
明るい選挙を推進するための活動を行っています。

　左のグラフと下の表は、これまでのさいたま市議
会議員一般選挙の投票率を示しています。投票率が
低下傾向にあることがわかります。最近では、若年
層だけでなく、これまで投票に行っていた中高年層
の投票率も低下傾向にあることが見て取れます。
　平成28年は、参議院議員通常選挙が予定されて
います。投票日当日に投票に行けない方も、期日前
投票を利用して投票しましょう！

2016

calenda
r

研究集会の様子
平成27年11月28日（土曜日）13時30分から
浦和コミュニティセンター第15集会室にて

平成28年選挙啓発カレンダー
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平成27年度明るい選挙啓発ポスターコンクール

第11回明るい選挙啓発標語コンクール
　小学校、中学校、高等学校、一般の部合わせて4,219作品の応募があり、さいたま市選挙管理委員、さいたま市明るい
選挙推進協議会委員による選考の結果、次のとおり最優秀賞1作品、優秀賞20作品が決定しました。

　小学校、中学校、高等学校合わせて886作品の応募がありました。
　各区における第1次選考を通過した100作品について、さいたま市明るい選挙推進協議会委員が審査を行い、次の
14作品がさいたま市入選となりました。さらに県の審査で4作品が入選し、うち1作品が国の審査でも入選しました。

最　優　秀　賞　作　品 氏　　名 学校名・学年 学校所在地
18才　ついにわたしも　選挙デビュー 加藤菜々子さん 浦和中学校3年 浦和区

部　門 優　秀　賞　作　品 氏　　名 学校名・学年 学校所在地等

小学校
の部

まってるよ とうひょうばこが 口あけて 中西　美釉さん 沼影小学校3年 南　区

選挙の日 みんなの思いを 伝える日 上倉　美颯さん 日進小学校4年 北　区

18の 元気なパワーで いい未来 老川　恋叶さん 日進小学校5年 北　区

18さい あなたの一票 かるくない 馬塲　秀汰さん 泰平小学校5年 北　区

行けないと 思ったらすぐに 期日前 武井　駿樹さん 大谷小学校5年 見沼区

目指そうよ 投票絶対 皆勤賞 菊地　　匠さん 道祖土小学校5年 緑　区

大切な 未来を背負う この一票 八木　駿輔さん 大成小学校6年 大宮区

18歳 政治を決める 選挙権 礒部　優吾さん 大成小学校6年 大宮区

生まれるよ 住み良いくらしは 選挙から 本田　　光さん 大成小学校6年 大宮区

中学校
の部

18歳 政治参加の 第一歩 岩下明日香さん 大宮八幡中学校2年 見沼区

意思表示 ネットじゃなくて 投票で 渡邊　　響さん 馬宮中学校3年 西　区

選挙権 夢も膨らむ 十八歳 福島　弘泰さん 本太中学校3年 浦和区

変えるのは、 誰かじゃなくて 僕なんだ 森川　夢夏さん 浦和中学校3年 浦和区

選挙に行く 大人の姿を 子は見てる 秋島　　遥さん 岸中学校3年 南　区

社会へと 踏み出す一歩 選挙から 笠原なつ美さん 岸中学校3年 南　区

響かせよう みんなの声を 投票で 佐藤　奈美さん 尾間木中学校3年 緑　区

行ってみよう 票も積もれば 山となる 鷺谷　瑛資さん 尾間木中学校3年 緑　区

我々の 未来を決める その一票 相浦龍太郎さん 尾間木中学校3年 緑　区

高等学校の部 18歳 大人の一歩は 選挙から 山野井綾音さん 浦和第一女子高等学校1年 浦和区

一般の部 投票は 政治を動かす 第一歩 村田　重雄さん − 北　区

加藤さんに
インタビュー

受賞した感想と、どのような
思いでこの作品を考えたか
教えてください。

選ばれるとは思っていなかったので、すごくびっくり
しました。選挙権が１８才からになるというニュースを
見て、それをヒントに考えました。

Q A

小学校の部小学校の部

中学校の部中学校の部

平田　あのんさん

（土呂中学校 1年）

葛貫　波さん
（指扇小学校 6年）

増田　優津樹さん
（さとえ学園小学校 6年）

横田　翔生さん
（西浦和小学校 4年）

新井　結人さん
（与野本町小学校 6年）

矢部　寛季さん
（埼玉大学教育学部
  附属小学校 5年）

唐澤　潤さん

（宮原中学校 2年）
大森　美玖さん

（春里中学校 1年）
中村　桜子さん

（宮原中学校 1年）

青山　もも花さん

（埼玉大学教育学部
  附属中学校 2年）

川崎　蒼さん

（大宮南中学校 3年）
宍戸　眞子さん

（春里中学校 3年）
今井　陽介さん

（宮原中学校 3年）

青山さんに
インタビュー

作品を作る上で苦労
した点を教えてくだ
さい。

黄色の投票用紙を強調したかったので、配置に苦
労しました。みんなで笑っている様子を表現する
のが難しかったです。和紙を使用しており、その
色の配置にも苦労しました。

Q A

県
入選
県
入選

国・県
入選
国・県
入選

県
佳作
県
佳作

県
入選
県
入選

県
入選
県
入選

文部科学大臣・総務大臣賞受賞作品

高等学校の部高等学校の部

森　大地さん

（大宮工業高等学校 3年）

　平成27年11月28日
（土）に、平成27年度
さいたま市明るい選
挙啓発ポスターコン
クールの入選者と、第
11回さいたま市明る
い選挙啓発標語コン
クールの最優秀賞受
賞者をお招きして、表
彰式を行いました。
　これらのコンクールの選考には、さいたま市・区明るい選挙推進協議会の
委員が参加しました。
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と、決め手が見当たらない。
さて、2016年夏には参院選が予定され、18,19歳の若者が初めて投票にのぞむことになる。さいたま市の選挙
管理委員会が実施した市立４校の高校生に対する意識調査（2015年9月実施）によれば、「18歳になったら投票に
行く」が57%、「行かない」は8%、「わからない」が34%だった。この結果をどう評価すべきか。さすがに「行かない」
は少ないものの、「行く」も６割には達していない。「わからない」の比率からは、「まだぴんと来ないし、よく分からな
い」という彼らのとまどいをうかがい知ることができる。一票の意義に関する主権者教育と同時に、制度や手続きに
ついて周知・啓発することが肝要だろう。
来るべき参院選では、高校生の投票に刺激されて大人たちの投票率が上昇することを願ってやまない。

さいたま市明るい選挙推進協議会
会長　松本　正生

統一地方選総括と１８歳選挙権展望

4 明るい選挙推進協議会たより 1平成28年2月　第12号

●政治家は有権者に寄附をしない！
●有権者は政治家に寄附を求めない！
●政治家から有権者への寄附は
　受け取らない！

研究集会を行いました！

　さいたま市・各区の明る
い選挙推進協議会の会員約
５０名が集まり、研究集会を
行いました。
　今回のテーマは前回に引
続き「投票率の向上につい
て～身近な啓発活動を話し
合おう～」としました。平成
２８年に予定されている選
挙権年齢引下げを見据え、
白熱したグループ討議が繰
り広げられました。
　各地区の啓発活動等の
情報交換が活発に行われ、また発表で出た意見をもとにポスターコンクール入賞作品・標語コンクール
入賞作品を利用した選挙啓発カレンダーが作成されました。このカレンダーは、さいたま市ホームページ
（トップページ>市政情報＞選挙＞選挙のＰＲ＞平成28年選挙啓発カレンダーを作成しました）からダウ
ンロードできますので、ぜひご利用ください。

　政治家や政治家の後援団体が、選挙
区内の人や団体に対して寄附をするこ
とは、罰則をもって禁止されています
（政党に対するものなどは除く）。
　また、有権者が、政治家に対して寄附
を求めることも禁止されています。

　さいたま市明るい選挙推進協議会広報委員
	 ◎…委員長　　○…副委員長

◎新井　俊雄	 ○杉崎　　肇	 ・古賀　宏子	 ・新谷　健生	
・馬場　洋三	 ・生越　康治	 ・梅掘　広基

さいたま市

推進協議会推進協議会たよりたより
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協力
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TEL 048-829-1773

さいたま市選挙キャラクター
みらいクン

さいたま市選挙キャラクター
みらいクン

明るい選挙

この活動の目的は？　
　①選挙違反のないきれいな選挙を行うこと
　②有権者がこぞって投票に参加すること
　③有権者が普段から政治と選挙に関心をもち、候補者の人物や政見、政党の政策などを見る目を養うこと
明るい選挙とは？　
　有権者が主権者としての自覚を持って進んで投票に参加し、選挙が公明かつ適正に行われ、私たちの意思
が政治に正しく反映される選挙をいい、明るい選挙推進運動は、特定の政党、政策、候補者を支持したり、
反対したりする政治活動や選挙運動とは、はっきり区別されるものです。

──	18才　ついにわたしも　選挙デビュー	──

寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう！

さいたま市議会議員一般選挙の年代別投票率	
	

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 平均
平成19年 27.40 34.40 44.75 54.20 67.39 61.93 47.44 
平成23年 25.80 32.92 39.69 47.16 58.48 57.39 43.60 
平成27年 22.30 28.80 34.84 42.92 54.18 55.03 40.39 

さいたま市議会議員一般選挙の年代別投票率
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さいたま市明るい選挙推進協議会は、
明るい選挙を推進するための活動を行っています。

　左のグラフと下の表は、これまでのさいたま市議
会議員一般選挙の投票率を示しています。投票率が
低下傾向にあることがわかります。最近では、若年
層だけでなく、これまで投票に行っていた中高年層
の投票率も低下傾向にあることが見て取れます。
　平成28年は、参議院議員通常選挙が予定されて
います。投票日当日に投票に行けない方も、期日前
投票を利用して投票しましょう！

2016

calenda
r

研究集会の様子
平成27年11月28日（土曜日）13時30分から
浦和コミュニティセンター第15集会室にて

平成28年選挙啓発カレンダー


